
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[01_2] 統計科学研究表紙会報等

https://hdl.handle.net/2324/12709

出版情報：統計科学研究. 1 (2), 1956-05. 統計科学研究会
バージョン：
権利関係：



 ometrika 38 (1951). 

C49] Walsh. J. E. Some estimate and test based on the r smallest ztalues in a sample. 

    Ann. Math. Statist. 21 (.1950). 

[50] Deemer .W. W. L. Jr. and Votaw. D.F. Jr. Estimation of parameters of truncated or ce-

   nsored exponential distributions. Ann. Math. Statist. 26(1955 ). 

{51] Tippet-L. L.H. C : A modified method of couning particles. Proc. Roy 5oc. Series A, 137 

   (1932 ).

誌 上 問 答

〔1.21」=つ の 茱 品 を 併 用 し た 場 合 に,相 加

作 用,相 乗 作 用,楕 抗 作 用 な ど と いい ま す が,こ

の 定 菱 も 色々 と あ る 稼 で す し,そ の 憲 味 も は っ さ

9し ま せ ん が.(福 岡 ダM生)

〔回 答]葵 吊 の 殺 菌 或 は 殺 虫 剤 の 効 力 な ど は

PγobitanalySisと い う 方 法 で 統 計 鮮 析 が 可 能 じ'、

こ の 方 面 の 本 と し(ぱ

D,JFiafiey:Probi七Analysis.1952(eAMBRIDGE).

が あ り ま す.二 つ の 蕉 畠 の 併 用 の 同 題 は,=の 本

で は 非 常 に 尚 単 な 記 述 が あ る だ け'ぐ,1948年 及 檜

50年 に 出rcit文(P.S.Hewtett&R⊥ .Plackett)が 短 く

引 用 し て あ り ま すePγobitAnalysisで'は 鼓 る 茱 畠

を λ だ け 笥 え た こ と に よ る 効 果 即 ぢ死 亡 率 をP(λ)

と す る と,しogNormaiの 法 則 が 飯 立 す る

(DIP・ ・穿 濃 σ訪 α.襯)2dk

(但 し,凱 及びσは母桀団及 び茱品の種類によD

窪 まる常数)と なるというのが基本的仮定で,苅

述の論文はこれの直撞的隊二次元正規分帝への拡

張がモデルになつているようです。

御資同の相加,禰 乗,拮 抗菱天々二次元に拡張

したモデルその独立性、正槍図、 負相貿と伺 じで

あるとすれば,前 述の論文の方法を使 うことも出

褒るわけです.噌 山冗生の拮抗作用と相乗作用の

剣0方(品 質筍理,Vol.6 .ND.4)に 出 て、いる方法が

使 元 るわ け で す.

今 二 っ の 茱 畠 を 天 々 入 μ だ け の 量 を,別 々 及 び

併 用 し(与 え7こ時 の 死 亡 率 を 、 夫 々

P(λ,。)・IP(。 ・IL{)・P`λ,v)

と す る と,独 立 の 時 に ぱ

〔2)P(λ ・F)=IP(λ,0)州 一P(ん0))P(0,μ)

即 ち

(3日 一P(λ,μ)=(1-P(λ,o))臼 一P(o,μ))

と な 、 正椙 留、 負 相 蘭 の 時 に は 天 々 石 辺 及 左 辺 の

方 が 夫 さ く な り ます.

噌 山 先 生 の 論 文 に ぱP(λ,9)が 二 次 元 の し。9noγ 一

malで は う ま くあ て は ま ら な か っ1blが'述 べ られ て

お.りま すの でd関 係 を 直 接 検 定 す る こ と が 出 束 る

こ と が 望 ま しい の(Lす が 、 そ の 万 法 は 現 圧 の 所 な い

稼 で す.然 し 色 々 な λ及Ptの 値 の 組 合ttで デー タ ー

を 販 っ で し らべ で 見 る と 、 す べ(の 場 合 に石 辺 が 夫

さ く出 て 正 の 相 関 性 び は つ き り あ ら わ れ る こ と も あ

りま す。 次 に,相 加 性 を 独 立 性 と 同 叡 に 解 す る こ と

は 何 と い つ で も 理 鮮 し溶 い こ と で,今 、 α(λ)及わ(μ)

菱 λ,及 μ の 函 数 で

P(λ、o)3P(。,α(λ)),P(o、 μ)=P(b(μ ♪,o♪

を以 て1定 裏.され て い る と す る と き

P(λ 、μ,=P(λ+b(」LC),o)

坂 はP(λ,lt)=P(。,μ+α(λ))

を 以 て相 加 牲 の 定 蓑 と ず る こ と も 考 え ら れ ま す.こ

の1司題 は 今 後 考 究 さ れ 恋 け れ ば な らめ 向 題 であります.



(36)

外 にも,発 蕎搬は発育阻止のみが観測さ澱得 て,だ 二菜畠の併用に関する未群決の向煙が多くあり

被喫験個体が多い場合の鮮析万法等.今 後に残され ます。(工 藤昭実)

談話室

この沈滞はどこから来るか?

Y.K生

今年も蚊掌会の貌計数掌分科会を最后に春の学会

シーズ ン乏終ることになるであろうが、粗変らず数

理統計の沈滞は規 くよろだ.日 瓜だけで菰く宙際的

にみてもきめだ つた発農がない、だけぐなく、尭展の

ための番積らしい・ちのも見当らない。

禾るべき段階とい兎ぱそれまでだが,やtEIOこ ゝ

らで一つ考えるべさことだろう}.最 近"自 黙15月号``

に出7坂 元平八氏の論説ぐ'=の 回題は当然圭穎 とE

り、 全面的検討が芯されるものと思つていだが,そ

のような私の予想ははずれ了こよう奪ある.

坂元氏流の数理絞計掌についての概念の定め方に

1まte・9雲論の人も多いようだが、その面でほ私は所

醗指勇看といわれる人達に多い・異論の方より坂元氏

漁こ近い蝿 癖を持つのだが、乏の立場の見群の妥当

性の主張に当つ(は,当 然そのような概念が理論ま

でに郊河にして高まるか,乏 こに於ける混乱が理論

の構扱と喫際的続計同題の処理に如何に響いにかを

日本及び国際亀発展の中に群緬にわけλっ(検 討す

ることが先決である.方 法がとこかの哲単の本かノ

綾計掌論争の紹介の中がら流れ出て衆るがのような

印蒙をξヲ元る坂元氏的主張威もう乏ろそろめんじて

頂きたい.

秋 山健 一氏が'別の所で書いπように、日本の数理

統計学ば敗戦以前までに、 日承技術の停滞 と続計学

看を含めに日瓜人の思想的貧困さにひどく痛めつけ

ら九、敗載直後には誰ぐも印応そのことを口にしに

し、少しは感 じに管である.こ のような条件が敗戟

によりどれだ『け変化 しアこか.域 る程色々なものは盛

になうたが,少 くとも復看に禺 しては一こうに変つ

でいないのぐぽない・か.日 科技建菱中心にする一っ

の蜘き、 それとは無岡係に しろ、所講サイバネテツ

クス的なものを益んに しようとしてい る人運の舳

き,す べてその例題みたいな感 じである.だ から

余計に吾々がB不 〔於ける偲々の発展をみる重要

さが増 して乗る.こ れらをより明躍にするにめに

は,30卑 以荊 、即ち所aSFisheγ 流の続計導λ以前

のB本 の数理続計学霜の同題慧猷と到選点を現代

的立場から見返すのも'速要であろう.

又電子工学的技衡に囲する数理総計掌的考寮が

現在広く朋拓されつ、あるが,こ れらに鯛する個

々人の見鮮,仕 事の分祈,及 バ坂元氏的立場がら

のこの分野に於ける数理競計の理論擾醸の性格の特

徴付等も沈滞を破る疇つの道として必妻である.

髄Wieneγが 物繁が色々な1萸としてljE3る 時,そ

の丙部的に量とし(は 敗学的続囎を保携することを

巧みにとらえてその発展の出発点を作つアこ二の分

野にうい、て,日 本ではすごく一面的鮮釈が左右両翼

からなされ,混 乱している。こ㌧に於ける量の保

つ続一的蘭係を現わす数学理論の輿型をつくって

行 くことは,量 万能、 主体万能の,唇 狂の法則牲

や個別科学の持つ賓89な ものを無視する空恐的一

殻諭看や続計的同題 を個々に主観的に処理の旨い

ことを亀これ瓜嶺 とする人達の多い日本で広色々と

困難杢伴うことが当然予想されるぴ、この吾々の当

面する沈涌を破 るに絶封に一つの突破口1ごあろう,

このよろな立場から現征の数理続計学を畑何に

みるが,こ の段階に勤 っ(も 尚喫傑的向題 の処理

とか個々の杢験菱各個人に稿まtrる ことを主張す

る見鮮 、そのような人達の仕争の内容等々向題は

山積ぐある.

これらに図 しいずれをとっても,坂 元氏は充分

な群決をξ1元なかっにのみならず、真正面から販

組まず,公 式的概念と,時 流的な 自己反省の文章

をものしZこのは誠に警くべきことである.

坂 元氏には随分失礼ない、い方をしπが,氏 の見

解と近い見鮮差持つ一人として、氏の自己反省と

いう語が他人の批判を許さぬという吉栗に転化 し

ないことを期待 して止まぬ。


